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新
春
の
あ
い
3

つ

綜合
的
産
業
都
市

ω
建
設

へ

大
村
市
長

大

村

り

明
け
ま
し
て

お
芽
川
附

う

ご
ず
い
ま
す

。

昭
和
一
一
十
二
年
の
新
年
を

迎
え
ま
し
て
私
は
心
そ
新

た
忙
し
て
、
か
ね
て
考
え

て
い
ス
リ
事
た
実
現
し
て
行

き
も
凡
い
主
思

っ
て
お
わ
ま

す。本
年
町
待
望
久
に
か
っ
た
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純

毅

自
衛
官
募
集
会

延
期

げ
日

〆
切

十
ニ
月
十
五
日
〆
切
の
二

等
陸
、
海
、
空
士
の
募
集

を
一
月
十
七
日
ま
で
延
期

3
れ
ま
し
た
。
募
集
人
員

も
一
、
五
併
に
増
員
さ
れ

く写真司堆ケ原開拓地の新春風景・毎日新聞提供)

従
っ
て
我
が
犬
村
市
は
長

崎
県
下
唯
一

の
飛
行
セ
ン

グ
ー
で
あ
り
、
近
代
突
通

の
要
衝
と
な
る
訳
で
あ
り

ま
す。

特
忙
私
・
と
致
し
ま
し
て

は

過
戸
、
る
十
一

一月
の
選
挙
で

再
び
市
長
吃
当
選
致
し
ま

し
て
、
再
任
内
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
年
?
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
意
味
吃
於

て
過
去
四
年
間
に
休
験
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
事
を
、

十
分
陀
活
用
し
て
大
村
市

民
の
た
め
に
全
力

P
捧
け

て
、
お
っ
と
め
じ
た
い
と

決
意
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
大
村
市
も
今
年
の
二

月
十

一
目
で
市
制
施
行
十

五
周
年
記
午
迎
え
る
訳
で
、

戦
後
特
に
昭
和
て
十
八
年

九
月

一
日
か
ら
崎
行
ぎ
れ

た
町
村
令
併
促
進
法
以
後

の
新
し
い
市
吃
比
ぐ
ま
す

T

亡
、
い
ぎ
き
か
先
輩
。
方

で
あ
り
ま
す
が
、
一
商
に

が
、
て
は
市
制
地
と
し
て
ほ

合
格
率
も
そ
れ
だ
り
す同
い
-た
肥
沃
な
黒
土、

真
珠
を一
年
始
に
は

一
庁

に
訪
問、

の
で、

脅

っ
て
応
募
し
て

一始
め
と
す
る
な
ま
こ
、
か
一
会
合、

放
行
な
ど
で
、
車

く
だ
さ
い
。

一舎、

う
に
そ

の
他

心
海
産
一

や
人
出
が
多
く
、
ま
た
惑

在
お
、
願
書
は
市
民
課
に
一物
等
々
K
-恵
ま
れ
た
各
種
一
い
天
候
が
続
〈
友
吉
悪
い

準
備
し
て
あ
れ
ま
す
が
、

一
の
地
政
学
的
要
素
を
十
二
一
条
件
が
重
な
る
た
め
、
交

提
川
は
、
長
崎
地
万
連
絡
一
分
に
活
用
し
て
、
こ
れ
に

一
通
事
故
の
起
り
易
い
時
期

部

門長
崎
市
南
山
手
町
四

一印
応
す
る
よ
う
在
農
林
、
一で
す
。

〕

f

五
円
切
手
同
封
む

こ
↑水
産
業
、
商

r
業
等
色
々

一そ
こ
で
運
転
者
と
必

行
者

と
ゾ
へ
直
接
還
付
し
て
く

一の
産
業

リ
開
発
ぞ
、
誘
致

一は
そ
れ
ぞ
れ
共

ω
諸
点
に

だ
さ
い
。
(
市
民
課
J

一を
積
極
的
陀
行
っ
て
産
業
一
注
意
し

て
隼

い
生
命
を
守

1
1
1
!
!
1
1-3
を
振
興
し
、
そ
れ
に
よ

っ
一り
ま
し
ょ
う
。

J

l

J

4

一新
内

E
-
4
6
一

一

一
て
雇
傭
の
増
大
と
需
嬰

D
一

注
目
九
一vM
U
M
U
一増
加
が
実
現
す

れ

ば

当

然

一

運

聴

者

へ

る
と
そ
ろ
/
¥J
〕れ
か
一
商
庖
街
・
も
繁
柴
し
、
市
民
一

究
論
ひ
ん
繁
な
と

こ
ろ

ら
少
年
期
を
脱
し

て
青
年
一
の
所
得
も
拡
充
す
る
も

の
一

で

は
、
い
つ
で
も
停
止

期
医

向
う
さ
い
う
年
頃
で

一主
信
じ
て
お
り
ま
す
。

一
で
き
る
よ
う

ス
ピ
ー
ド

あ

め

ま

す

。

一

と
う
た
り
ま
す
れ
ば
、
必
一

を

落
し
て
蓮
一
転
す

る
こ

然
ら
ば
青
年
都
市
大
村
が
一
然
的
に
市
の
歳
入
も
増
加
一
と
。
年
始
に
は
酒
そ
飲

年
頭

5司
っ
て
一
回
く
構
想
一
し
ま
す
。
市
の
財
政
事
情
一
り
機
会
が
多
い
が
、
少

は
何
か
左
中
し
ま
す

3
Jが
豊
か
に
た
れ
ば
、
色
々
一

し
で
も
酒
を
飲
ん
だ
と

一の
福
利
施
設
や
文
化
施
設

7
E
t
-
-
1
I
h
--
t

一
言

に
し
て
一式う
な
ら
ば
一

一

一

山

う

陀
出
来
る

一

'

;

大
村
市
を
綜
合
的
た
産
業
一

一一
、
ほ

2
ミ

季
、

T

一

う

に
な
り
ま
す
の
で
、
一
電
機

演

奏

曾

都
市
陀
仕
立
て
る
と
い
う

一

一

F
aお

司

タ

6
E

一市
民
宅
活
の
向
上
は
期
し
一

之
主
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
一

て
寺
つ
べ
き
も

の
宝
あ
る
一

8
日
大
村
部
隊
一
音
楽
隊
の

し
て
、
三
の
新
年
か
ら
は
一

f

ヵ

一

そ
の
基
礎
造
り
に
向
っ
て
一

色
確
ー
す
る
次
第
で
会
。
一
大
村
邸
除
で
は

一
昨
年

遇
進
し
た
い
さ
思
っ
て
お
一

ま
す
e

一十
二
蜘
紫
器

一
式
を
市
よ

一夢
と
希
望
は
青
年
の
特
徴

一

り
ま
す
。
大
村
市
の
も

つ

一

一

り
寄
贈
を
受
け
音
禦
除
を

，
と
こ
ろ
の
独
特
心
地
理
的
一

で
あ
り
ま
す
。

一結
成
し
、
猛
練
包
を
続
け

暦
史
的
又
は
気
候
風
土
的
一
私
崎
新
容
に
方
っ
て
費
情
一
て
い
た
が
、
一
月
八
日
午

な
一
時
質
、
す
な
わ
ち
千
年
一
を
新
た
忙
し
て
、

青
年
都
一
後
六
時
か
ら
中
央
公
民
舘

。
展
史
に
培
わ
れ
た
盟
か
一
市
大
村
の
限
り
な
き
夢
を
一
で
発
表
会
主
市
民
と
の
親

な
人
情
風
俗
、
多
良
山
系

一揺
ぎ
な
き
信
念
と
、
絶
ゆ
一
陸
を
図
る
た
め
感
謝
演
奏

を
背
に
大
村
湾
そ
抱
く
山
一
み
な
き
努
力
を
以
っ
て
追一

会
を
開
植
す
る
の
で
、
一

水
乃
美
、
温
和
な
気
候
‘
一
い
続
け
よ
う
と
決
意
し
て
一

般
の
来
聴
を
歓
迎
し
て
い

県
下
第
二
の
長
一
流
を
誇

る一

お
り
ま
す
・

一

る

。

郡
川
の
水
源

L
育

く

ま

れ

一

-

内
容
は
次
の
と
お
わ
。

上
と
な
る
も

の

。

一

花

3
い。

ム
申
告
書
は
税
務
課
ま
た
一
ム
不
申
告
ま
た
は
虚
偽
の

は、

出
張
所
忙
準
備
し
一
由
a

告
に

つ
い
て
は
、
過

て
あ

り
ま
す
・

一

料

ま
た
は
罰
金
を
科
す

A
申
告
に
つ
い
て
不
明
の
一
る
こ
と
に
在
り
ま
す
の

点
は
、
税
務
課
ま
た
は

一

で
特
に
御
詩
意
闘
い
ま

出
張
所
に
お
た
が
ね
く

一

す

。

ハ

税

務

課

)

・
刈
同
団
司

1月31固まで

償
却
資
産
の
申
告

合
計
額

m
万
回
以
上
の
も
の

希望の朝明け

水
道
管
い
も
マ
フ
ラ
ー
た

無
が
直
接
管
に
あ
た
ら

た
い
よ
う
に
す
る
こ
と

A
も
し
管
内
が
凍
っ
て
水

が
出
な
い
と
き
は
、
給

水
栓
を
開
き
温
湯
を
本

管
の
方
へ
向
っ
て
少
し

ゃ
う
か
け
て
く
だ
さ
い

A
熱
湯
を
念
激

に
か
け
る

き
は
運
転
し
在
い
こ
)と

が
肝
要
で
、
運
料
中
は

禁
酒
を
殿
一
寸
し
在
り
れ

ば
・
な
ら
な
い
。

ま
た
窓
ふ
き
掃
の
整
備

や
ブ
レ
ー
キ
の
点
僚
を

ム
忠
ら
な
い
こ
と
。
な
お

炭
火
を
車
内
K
持
+り込

の
余
裕
を
十
分
に
持
ち

道
路
を
歩
く

陀
も
で
き

る
限
り
急

が
示
、
右
側

通
行
を

』品
く
守
り
、
ま

た
あ
わ
て
て
車
道
に
と

び
出
さ
在

い
三
と
e

①
道
路
を
横
切
る
と
き
は

信
号
を
よ
く
守
り
、
左

等
い
生
命
乍
守
る
に
め

臥
側

一周
目

白熱
を
つ

け

よ
う

ん
で
居
眠
リ
中
一
酸
化

炭
素

瓜
中
毒
し
た
事
例

も
あ
る
の

?
注
意
す
る

」
V

)

'

と
。

歩

行

者

へ

①
外
出
す
る
と
き
は
時
間

A
t悶
楽
隊
減
奏

A
軽
音
禁
演
奏

A
劇

:
①
彦

一
ば
な
し
②

父
帰
る
③
直
八
子
供
按
④

新
版
高
聞
の
馬
場

A
tw
民
の
出
演

ハ
大
村
部
隊
)

'
C
V
)

ろ
の
九
州
電
力
犬
村
一
吃
基
く
、
各
障
の
工
場
誘

火
勺
発
電
所
内
第
一
期
工
一
致

に
も
村
山

一
歩
を
踏
み
出

事
も
漸
く
完
成
を
見
本
年
一
し
た
主
こ
ろ

の
重
大
在
意

で
あ
り
ま
し
て
、

本
年
八
一
義
あ
ろ
年
で
あ
り
ま
す
。

月
か
ら
町
、
選
電
開
始
の
一

一
方
ま
た
民
間
飛
行
場
の

予
定
で
あ
り
ま

す

。

一

開

始

や

、
海
上
自
衛
隊
の

従
い
ま
し
て
電
力
を
動
力
一
大
村
航
空
除
も
開
陵
さ
れ

源
と
し
、
そ
の
他
太
村
市
一
る
之
と
疋
な
づ
て

お
り
ま

の
持
つ
独
特
の
す
地
条
件
-す。

蜘
淵
時
サ
叫w
汁ぺ

A 願伺 該主 し 日産 一 法 庄 の
申い 帝ミ与に在ま花月のぜ事
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す 。、共いな市 -:tEよ 者¥t(こぴ資
る 巾 の 吏ら長月 の りは 供 家産
資 背乙す在に 三 f賞、地す屋ハ
産 方と(1)~、申十却毎ち る 以 土

おにでこ告 ー資年 税負外地

の 在
日がもは右もお具そ 象 車ぉび(，n
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合以 は ω産 。休び〉つよ運付物
計上、 取 で 未備制てび搬船 (叫
すで製得一 線品 ムい単具舶機
万一作価側 働 具る税---(.ニ)械
円 月慣格ま の 、も の 自 車 ぉ
以 ー格 、7，. も 器の対動綱よ

ム 断。たき が ?毎
切 管 b めま 破 管 年
れ の ま 失 す 製内各
在露 す の が す の に
ど 出 。之 、る 7](在
で削 とこもがる
巻 を 叱れ の凍 k
き縄 御 を が り
、や協防で、寒

冷 布 カぐて管 気 '

成

人
の

日

講
演
や
記
念
植
樹

一
月
十
丘
日
の
成
人
の
日

忙
次
の
と
お
り
成
人
式
を

挙
行
し
ま
す
の
で
、
成
J

該
当
者
は
ふ

る
っ

て
御
出

席
く
だ
さ
い
。

ム
期
日

・
一
月
十
五
日
午

前
十
時

A
場
附

!
大
判
市
中
央
公

民
舘

ム
成

λ
該
当
者

;
昭
和
十

一
年

一
月
十
六
日
か
ら

全
十
目
年
一

月
十
五
日

ム
」
管
心
内
三
外
U
膨
肢

に
慈
異
を
宅
じ
、
管
が

破
裂
し
ま

ず

か

ら

熱

湯
は
絶
対
に
使
用
し
な

い
よ
う
に
御
在
葱
腕
い

ま
す
。

A
-な
お
、
水
道
謀
、
電
話

二
四
三
ゾ

八一連
絡
く
だ

さ
れ
ば
直
ち
に

係
員
が

参
上
い
た

し
ま
4

り

ハ
水
道
課

・

す絡協市中日発大
凡研える協議教央午表付
ゆ究 tl 議会~公的大市
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右
K
注
意
し

て
道
路
を

横
断
す

る
三
と
。

③
子
供
d

一
人
歩
き
や
、

路
上
で
の
遊
ぎ
は
最
も

危
険
で
あ

る。

年
始
は
子
供
が
道
路
で

産
業
研
究
発
表

大
会

は
m
H

羽
根
つ
き
や
、
コ
マ
廻

[
.
凧
わ
け
に
興
じ

て

自
動
単
に
は
ね
ら
れ
る

三
止
が
多
い
か
ら
、
保

識
者

の
注
意
が
大
切
で

あ
る

④
寒
い1
時
は
外
と
う
の
襟

を
立
て
た
り
、
マ
フ
ラ

ー
を
用
い
た
り
し
て
見

透
し
が
悪
く
在
る
の
で

特
に
注
意
す
る
こ
と
。

商

品

を
道
路
じ
突
出
し

て
陳
列
し
た
り
、
荷
物

を
道
路
正
お

いw
た
り
ヲ

る
?と、

道
路
左
せ
ば
め

事
故
そ
誘
発
す
る
之
と

に
も
な
る
の
で
、
自
戒

を
理
一す
ろ
。

ぐ
犬
村
警
察
署
)

の
で
、
こ
D
発
表
者
の

中
か
ら
県
農
利
青
少
年

ク
ラ
プ

長
続
発
表
丸
会

県
青
牛
産
業
振
興
太
会

へ
の
出
場
者
を
選
出
す

る
ν

f

市
教
委
)

同八
の
用
心



りよアゴ政市村大

町

村

推

進

本

部

結

成

の

参

一

す

る

・

一

め

に

は

、

そ

の

過

程

で

の

了

、

萱

瀬

地

区

で

聞

く

観

光

博

覧

会
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